
                                                                                                                                                             

2月4日（火）湯郷渡サロン 17名 参加 講師 山下 洋子、阿部 とも（健康リーダー）、4日（火）下母畑サロン 10名 参

加 講師 小原 千春（保健センター）、14日（金）上母畑サロン 21名 参加 講師 福島交通3名（長谷川所長、真船課長、

佐藤係長）がバスの乗り方について、そして廣田 智（理学療法士）が健康体操と脳トレ等で若返り策を行って頂き

ました。一日でも健康寿命を延ばす為に指導して頂いています。

湯郷渡・下母畑・上母畑の各サロンへ積極的な参加をお待ちしております ！

「輝け！

母衣旗」
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３ 月 の 行 事

今月の題字 （２７７）小４ 遠藤 可子 さん

母畑自治センターだより

3日（火） 9:30 湯郷渡サロン

講師： 福島交通、中島リバティ

7日（土）13:30 書道教室

8日（日） 8:00 北山区総会 北山集会所

8日（日） 9:00 湯郷渡区総会 湯郷渡公会堂

10日（火）13:30 下母畑サロン

講師：福島交通、中島リバティ

11日（水）13:30 白菊学級

11日（水）18:00 民謡教室

12日（木）13:30 ハーモニカ教室

13日（金） 9:30 上母畑サロン

講師：廣田 智（理学療法士）

編集後記 中国で発生した新型コロナウイルス（COVID－19）が中国では感染者が7万人超えで増えています。

日本でも感染者が出ています。自己防衛をする為、外出の際にはマスクをし、帰宅時には手洗い、ウガ

イをし、自分の体は自分で管理するようにして下さい。

15日（日） 9:00 母畑第一区総会

15日（日） 9:00 上母畑区総会 上母畑集会所

17日（火）13:30 きたす会

21日（土）13:00 書道教室

24日（火）13:30 きたす会

25日（水）18:00 民謡教室

26日（木）13:30 ハーモニカ教室

27日（金）18:00 区長会分散会

28日（土） 9:30 そば打ち教室・総会

28日（土）13:30 書道教室

29日（日）18:00 交通安全母の会

令和最初の仙道三十三観音巡りスタート！！
2月16日（日）母畑地区まちづくり委員会（委員長関根 正夫）では、

ふるさと再発見事業の第2弾として「仙道三十三観音巡り」をスタート

した。当日は、小雨降る8時に20名の参加者の下、茨木県大子町の八溝山

日輪寺（24番札所）、聖務蜜山如意輪寺（２３番札所）を目指しマイク

ロバスで出発しました。途中、先日の台風19号被害でマイクロバスが通

れるか心配をしたがスムーズに通れて安心した。八溝山頂付近の地層は古

いものから新しいものへと上に積み重なっていくのだが、ここでは地層が

ひっくり返っている珍しい場所である。約2億6000万年前、大陸のへり

に「付加体」が形成され始めた1億8000万年前の付加体が、その後隆起

して八溝山になった。そのとき付加体は、プレート運動による強い力を受

け、しばしばちぎれたり（断層）、曲がったり（褶曲）によって地層が大

きく変形し、逆さまになったものなのであるが、残念ながら外は小雨とモ

ヤで確認できなかった。参加者の皆さん！是非とも天気の良い日にもう一

度散策をしてはいかがでしょうか。先ずは当初の計画の日輪寺と如意輪寺

を参拝できたことは救いであった。その外に永源寺、袋田の滝、山本不動

尊等を見学し無事予定時間に戻って来れた。令和２年度行事計画では、残

りの三十三観音巡りを計画し、多くの参加者に参拝して頂きたいと思って

おります。

健康相談（血圧測定）

2月12日（水）13時半から2月度の白菊学級が開催された。

小針良恵（主任保健師）による健康相談（血圧測定）と冬季間病

の予防についてと脳トレと健康寿命を伸ばす為に頑張って頂きま

した。

出発式で挨拶する関根委員長

永源寺で記念撮影

小雨降るモヤの日輪寺（２４番札所）で記念撮影

袋田の滝で記念撮影袋田の滝
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湯郷渡サロン 下母畑サロン上母畑サロン

14日の上母畑サロンで福島交通の長谷川所長が

「バスの乗り方等」について話して頂きました。
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小針保健師によ

る冬季間の病気

予防について講

話を頂きました。

小針保健師によ

る健康相談（血

圧測定）実施



　
母 畑 村 讀 本

下
巻

第
六
課

島
隠
居
さ
ん

（
２
月
号
の
続
き
）

明
け
て
正
月
の
二
日
の
朝
白
河
へ
狼
や
縞
犬
が
來
て
あ
ば
れ
廻
り
村
々
迠
も
來
る

と
の
事
で
さ
わ
が
し
か
つ
た
。
其
の
時
こ
れ
は
よ
い
事
だ
と
御
陣
所
の
鉄
砲
を
殘

ら
ず
借
り
出
し
て
終
つ
た
。
そ
し
て
二
十
二
日
の
夜
村
々
へ
不
思
議
な
落
文
を
配

つ
た
の
だ
。

來
る
二
十
四
日
の
晩
、
八
幡
館
に
於
て
各
方
へ
申
談
度
旨
有
之
候
に
付
其

村
銘
々
よ
き
鉈
鎌
御
持
參
に
て
御
出
曾
可
被
下
候
。
尤
御
出
無
之
候
は
ゞ

其
村
へ
不
殘
火
を
か
け
可
申
候
。
此
旨
心
得
違
無
之
様
可
致
傳
合
候

己
上

尚
各
、
御
出
合
の
砌
金
山
組
中
御
誘
引
可
申
合
候
。

ま
も
な
く
、
二
十
四
日
の
夜
、
八
幡
館
に
火
が
上
り
鉄
砲
の
音
が
し
た
の
で
、
四
方

八
方
か
ら
一
度
に
わ
あ
わ
あ
と
き
の
声
を
上
げ
て
集
つ
た
人
數
万
ど
ゆ
う
て
居
る

。
む
し
ろ
旗
を
押
立
て
ゝ
そ
の
う
ち
一
人
の
百
姓
が
、
こ
の
様
に
百
姓
共
が
困
つ
て

終
つ
た
の
は
庄
屋
共
が
惡
い
か
ら
だ
。
こ
れ
か
ら
庄
屋
共
を
打
ち
潰
し
て
終
は
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
ゆ
う
よ
り
早
く
大
ぜ
い
の
人
々
は
わ
れ
も
わ
れ
も
と
金
山

さ
し
て
歩
き
出
し
た
。

こ
れ
を
聞
き
つ
け
た
奉
行
は
馬
に
鞭
打
ち
手
下
を
引
連
れ
駈
付
け
た
け
れ
ど
も
烏

合
の
集
り
、
後
か
ら
後
か
ら
來
る
人
に
押
ま
く
ら
れ
て
引
上
げ
て
終
つ
た
。
そ
れ
か

ら
中
畑
、
北
は
谷
田
川
、
中
津
川
、
柳
橋
、
塩
田
、
小
作
田
、
狸
森
、
小
倉
、
小
山
田
、
南

石
川
、
山
橋
、
山
白
石
、
等
こ
と
ご
と
く
ね
り
歩
い
て
潰
し
て
終
つ
た
の
だ
。
そ
れ
は

そ
れ
は
も
の
す
ご
か
つ
た
と
い
つ
て
居
る
。

そ
の
う
ち
で
も
前
田
川
の
大
庄
屋
を
潰
し
た
時
は
、
庄
屋
様
は
門
が
ま
え
の
う
ち

で
庫
が
沢
山
あ
つ
て
酒
を
造
つ
て
居
た
そ
う
だ
。
こ
の
お
そ
ろ
し
い
騒
動
の
人
が

來
る
と
ゆ
う
事
を
知
つ
た
、
庄
屋
様
は
酒
庫
の
奥
へ
長
持
た
ん
す
、
を
運
ん
で
つ
ぶ

錢
は
酒
の
中
へ
入
れ
て
、
其
の
上
に
油
を
流
し
て
、
近
所
の
お
寺
に
か
く
れ
て
終
つ

た
。
そ
こ
へ
押
よ
せ
た
大
勢
は
こ
の
物
持
よ
と
家
を
た
ゝ
き
こ
わ
し
倉
の
中
へ
は

い
つ
て
見
る
と
こ
の
有
様
で
あ
つ
た
。
い
き
な
り
鉈
を
振
り
上
げ
て
酒
桶
の
た
が

を
切
る
と
つ
ぶ
錢
が
飛
び
出
し
て
庫
一
面
海
辺
の
砂
利
を
歩
く
よ
う
だ
と
い
つ
て

い
る
。
百
姓
共
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
取
ろ
う
と
し
た
が
油
が
一
面
流
れ
て
つ
ぶ
錢
手

に
ひ
つ
ゝ
い
て
ぬ
け
や
し
な
い
。
ま
こ
と
に
工
夫
し
た
も
の
だ
と
人
々
あ
き
れ
て

出
て
終
つ
た
。

そ
れ
か
ら
次
へ
次
へ
と
ね
り
歩
い
た
の
だ
。
こ
ん
な
面
白
い
話
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
。

こ
れ
が
有
名
な
淺
川
騒
動
だ
。
ま
も
な
く
、
奉
行
所
か
ら
役
人
共
大
勢
要
所
要
所
を

取
り
か
た
め
追
散
し
て
終
つ
た
か
ら
こ
の
大
さ
わ
ぎ
も
ほ
ど
な
く
止
ん
だ
。

其
の
時
島
隠
居
と
ゆ
う
人
が
捕
え
ら
れ
て
、
島
流
を
さ
れ
た
の
だ
。
昔
は
よ
く
こ
ん

な
事
が
あ
つ
た
。
ど
う
だ
面
白
い
か
と
ゆ
う
か
ら
「
そ
れ
じ
や
こ
の
辺
も
大
さ
わ
ぎ

だ
つ
た
ね
」
と
聞
く
と
「
そ
う
さ
、
こ
の
道
を
大
森
田
の
方
か
ら
や
つ
て
來
た
の
だ
。

石
川
の
物
持
ち
が
潰
さ
れ
た
時
は
そ
れ
は
そ
れ
は
大
へ
ん
な
事
だ
つ
た
そ
う
だ
。

淺
川
で
は
役
人
と
騒
動
の
人
だ
ち
が
衝
突
し
た
時
に
代
官
様
の
三
軒
槍
で
見
る
見

る
五
六
人
刺
し
上
げ
ら
れ
て
、
百
姓
共
我
さ
き
に
と
逃
げ
て
終
つ
た
事
も
あ
る
。

其
の
後
死
ん
だ
人
達
を
お
寺
へ
埋
め
た
の
だ
が
二
十
六
人
と
腕
一
本
あ
つ
た
と

い
つ
て
居
る
。

わ
し
が
小
さ
い
時
島
隠
居
が
棒
を
つ
い
て
歩
る
い
て
居
る
の
を
良
く
見
た
も
の
だ
と

い
つ
た
。

僕
は
そ
の
島
隠
居
が
ど
ん
な
人
だ
か
知
り
た
か
つ
た
。

第
七
課

村
民
の
長
所
短
所

自
分
の
脊
中
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
同
じ
よ
う
に
我
母
畑
村
の
長
所
短
所
は
わ
か
ら

な
い
。
だ
が
鏡
で
見
れ
ば
脊
中
は
見
え
る
。
我
々
は
世
間
の
人
が
ゆ
う
事
か
ら
自
分
の

長
所
短
所
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

或
る
人
が
い
つ
て
い
る
。
「
母
畑
は
い
ゝ
じ
や
な
い
か
、
こ
ん
な
時
に
煙
草
が
高
く
賣
れ

て
、
村
に
は
ど
つ
さ
り
お
金
が
は
い
る
。
お
湯
が
あ
る
。
山
か
ら
は
、
炭
や
薪
が
ど
し
ど

し
と
れ
る
。
こ
ん
に
や
く
が
出
る
。
そ
れ
に
人
達
も
眞
面
目
で
よ
く
働
く
、
何
事
に
も

よ
く
協
同
一
致
で
仕
事
を
す
る
」
な
る
程
こ
ん
な
よ
い
村
は
あ
る
ま
い
。
實
に
お
だ
や

か
で
あ
る
。

よ
い
空
氣
を
を
心
行
く
ば
か
り
吸
つ
て
朝
か
ら
晩
ま
で
面
白
く
働
け
る
の
だ
。
だ
が
私

共
は
一
層
よ
い
村
に
し
よ
う
と
す
る
に
は
、
そ
れ
だ
け
自
分
達
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
私
共
は
眞
面
目
で
よ
く
働
く
が
、
何
事
で
も
も
つ
と
研
究
心
が
足
り
な
い
。
自
分
の

仕
事
を
考
え
、
そ
し
て
行
つ
て
か
ら
反
省
す
る
事
が
大
切
で
あ
る
。

又
割
合
に
軽
卒
で
あ
る
。
質
朴
で
な
い
。
石
川
に
近
い
せ
い
も
あ
る
が
自
分
は
村
の
者

で
あ
る
と
ゆ
う
考
え
が
い
つ
の
間
に
か
な
く
な
つ
て
、
い
た
ず
ら
に
町
風
に
馴
れ
て
終

う
き
ら
い
が
あ
る
。
次
に
公
徳
心
が
又
々
薄
い
手
近
な
所
集
曾
あ
る
毎
、
時
間
れ
い
こ

う
が
よ
う
易
に
出
來
な
い
。
お
話
の
中
頃
平
氣
で
座
を
立
つ
か
え
り
に
は
我
先
に
と
出

口
を
爭
う
。

其
他
お
そ
う
式
や
御
祝
儀
の
改
善
、
ト
ラ
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
、
毎
年
出
來
る
チ
ブ
ス
、
こ

う
し
た
事
を
数
え
上
げ
た
ら
ま
だ
ま
だ
あ
る
だ
ろ
う
。
誰
し
も
缺
点
の
な
い
人
は
な
い
。

「
人
の
ふ
り
見
て
我
ふ
り
直
せ
」
我
等
は
一
刻
も
早
く
惡
所
は
捨
て
ゝ
善
良
な
母
畑
村
民

と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

終
り

今
月
号
で
「
母
畑
村
讀
本
」
の
掲
載
は
、
全
て
終
了
致
し
ま
し
た
。
次
月
号
か
ら
は
、

別
の
母
畑
に
関
係
す
る
こ
と
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

第４回そば打ち教室開催

2月22日（土）そば打ち愛好会（会長鈴木清一）では、

第4回そば打ち教室（二･八 500ｇ）を開催し16名の参加

し、会員相互のそば打ち技術向上を図った。

尚、次回（3/28）は、第5回そば打ち教室と令和1年度総会

を行ないます。

**************************************************

きたす会（カラオケ教室）

・会 長 阿部 作枝

・会 員 ６名

・講 師 緑川 敬一（ビクター歌謡音楽研究会）

・練習日時 第３週火曜日・第４週火曜日

13：30～15：00

・練習会場 母畑自治センター

・会 費 2,000 円／月

**************************************************
民 謡 教 室

・会 長 馬場 栄一

・会 員 １０ 名

・講 師 添田 常勝（湯郷渡区）

・練習日時 第2週水曜日・第４週水曜日

18：00～20：00

・練習会場 母畑自治センター

・会 費 1,000 円／月

**************************************************
そ ば 打 ち教 室

・会 長 鈴木 清一

・会 員 ３０ 名

・講 師 そば打ち教室教育指導員

・練習日時 ３回（土曜日）／年

9：30～12：00

・練習会場 母畑自治センター

・会 費 約1,000 円／月

・イベント出場 ねむの木まつり・カカシまつり

**************************************************

**************************************************

母 畑 書 道 教 室

・講 師 円谷 渓舟（書道教室委員長）

・生徒数 １０ 名

・開催日時 月3回第一・第三・第四の土曜日

13:30 ～

・練習会場 母畑自治センター

・月 謝 1,500 円／月

**************************************************
白 菊 学 級

・会 長 木戸 孝子（上母畑）

・会 員 １６ 名

・日 時 第2週水曜日

13：30～15：00

・会 場 母畑自治センター

・活 動 健康相談（血圧測定）、健康体操、

創作活動、イベント参加対応

**************************************************
ハーモニカ 教 室

・会 長 関根 政治（上母畑）

・会 員 １５ 名

・講 師 高原 榮征（元教育長）

・練習日時 第2週・第４週 木曜日

13：30～15：30

・練習会場 母畑自治センター

・月 謝 1,000 円／月

・イベント出場 ねむの木まつり・カカシまつり外

**************************************************

そば打ちに精を出す会員達

令和2年度 各教室新入生 募 集 !!

※各教室に入会を希望したい方は、母畑自治センター（26-1593）へご連絡下さい。

そば打ち教室開始する前に挨拶する鈴木会長


